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１．研究計画の概要 

現在進行中の研究課題は以下の 3 つである． 

(1) ベクターイプシロン法による EM アルゴ
リズムの加速の理論的研究 

EM アルゴリズムおよび拡大 EM アル
ゴリズムのベクターイプシロン加速化法
の収束性の研究 

(2) グラフィカルモデルにおける p-値計算
アルゴリズムの研究 

マルコフ基底に基づくマルコフ連鎖
モンテカルロ法によるグラフカル対数
線形モデルの p-値計算法の研究 

(3) 尺度混在した主成分分析における交互最
小二乗法の加速と収束性について 

計量データと非計量データが混在した
主成分分析で適用される交互最小二乗法
の加速化と収束性に関する研究 

これらの研究は，EM アルゴリズムのベクタ
ーイプシロン加速化法で得た結果を拡張し
たものである．そして，グラフィカルモデル
を統計モデルとして考えた時に，モデル構造
を利用して計算効率を図ろうと試みるもの
である．  

 

２．研究の進捗状況 

上に示した 3 つの課題それぞれについての進
歩状況を記す． 

(1)については，グラフィカル対数線形モデ
ル上での EM アルゴリズムおよび拡大 EM ア
ルゴリズム（ECM アルゴリズム）における加
速法を提案し，その収束性に関する理論的考
察をおこなった．この研究では，ベクターイ
プシロン法のスカラー版である Aitken デル
タ二乗法を用いた．この研究では，パラメー
タの同時確率分布を条件付き独立分布の積

に変換することで，Aitken デルタ二乗法の適
用を可能にした．そして，これまでに知られ
ているこの加速法の収束定理と我々の定式
化から，この研究で提案した加速法の収束性
を証明した．その成果は，  Statistics and 

Probability Letters に掲載された． 

現在は，ベクターイプシロン法による ECM

および ECME アルゴリズムの加速法を研究
している．これの収束定理を与えることがで
きれば，より幅広い統計モデルへの適用が可
能になる． 

(2)については，4 元分割表のグラフィカル
モデルにおけるマルコフ連鎖モンテカルロ
法による p-値計算法を提案した．この論文の
数値実験において，従来の p-値計算で用いら
れるカイ二乗近似は疎な分割表において当
てはまりが非常に悪いという事実を実例で
示すことができた．また，4 元分割表のグラ
フィカルモデルにおいて全てのマルコフ基
底の move が同じ生成アルゴリズムで記述で
きることも示した．その成果をまとめたもの
が，Computational Statistics に掲載された．  

現在，多次元分割表におけるマルコフ基底
の move の生成アルゴリズムへの拡張を考え
ている． 

(3)については，尺度混在した主成分分析に
おける交互二乗法の加速化法を提案し，数値
実験において性能評価をおこなった．その成
果を，国際会議（COMPSTAT2010）および
Computational Statistics & Data analysis に発表
した． 

 

３．現在までの達成度 

3 つの研究課題については，その成果が専門
雑誌に掲載されており，研究目標を概ね順調
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に進展していると考えている． 

 

４．今後の研究の推進方策 

「研究の進捗状況」で示した課題の解決を，
共同研究者とともに積極的に進めていく．3

つの課題については，進行状況はまちまちで
あり，解決したものから順に成果を発表して
いく予定である．また，2011 年度が本研究の
最終年度であるため，研究論文としてまとめ
る作業もおこなっていくことを考えている． 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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